
ブエノスアイレス日本人学校（その７ 番外編） 

 

寺本安久 

 

ブエノスアイレス日本人学校運営団体のアルゼンチン日本文化教育協会副会長・会長職を

２０００年、２００１年、それ以降もしばらくの間、理事職をさせていただきました。私の

場合、日本人学校に通う子供はおりませんでしたので、その意味で日本人学校との直接的な

かかわりはなく、いろいろな行事を通じて耳と皮膚で感じたことを何とか学校・生徒・父母

さんにお伝えし、その中で何か前向きに実現出来たらという思いで携わらせていただきま

した。 

 

＜生徒一人の卒業式＞ 

当時の社会・経済情勢はアルゼンチン・デフォールトの影響下、日本人が相当数 

帰国、そのため日本人学校の生徒数も激減していた状況でした。そんな中での卒業 

式。校長先生から事前にお話があったのは、「お一人」の卒業生ですが、メモリアル

なお話を是非お願いしますとのことでした。その日の卒業式会場には、「お一人の卒

業生」とはいえその一人を囲む大きな輪ができていてすごい熱気を感じました。全

員で 50 名から 100 名近くはおられたのではないでしょうか。前の日までいろいろ

考えてきたスピーチは、この状況下その場にはまったくそぐわないということでど

こかにすっとんでしまいました。結局お一人の生徒さんの姿と目を見て話したかと

思います。最後の言葉は、「〇〇さん、あなた一人の卒業式。ここにいる１００名近

くの全員があなた一人のために卒業をお祝いしてくれている。こんな素晴らしいこ

とはなく一生忘れえぬ卒業式でしょう。おめでとうございました！！」 その生徒

さんは、にっこりと微笑んでくれていた？ことを覚えています。 

 

＜プール建設＞ 

「今のプールが小さい、生徒の成績が正式記録として採用されない。生徒にやる気

がでない」との話がこれまでの理事会で何度か話題になったそうです。校長先生か

ら詳しくお話を聞いたところ、お金の問題と敷地の件がネックとのことでした。具

体的に話を進め検討を重ねた結果、お金の問題は、校舎新築用に積み立ててきた積

立金からの切り崩し、また敷地の問題も図面を引き、業者の知恵も借り、何とか予

定の大きさの２５メートルプール建設が可能との結論を得ました。そのプール建設

業者は、私がメンバーであった「イツサインゴー・ゴルフクラブ」の建築業者が協

力してくれたことも支えになりました。新しいプール除幕式で、校長先生がプール

の四方に赤ワインでお清めをしてから、理事職 5 名で２５メートルプールを初泳ぎ

しました。このプールはその後何度か修理修繕を繰り返してはいるものの、十分に

機能を果たし今でも学校側に喜ばれているそうです。 



＜小野田少尉＞ 

日本人学校の情操教育に何か役立つことはできないかという気持ちの中で、ブラジ

ルの３０数年来の日系人の仲間に話をしてみたところ、フィリピンルパング島にお

られた小野田少尉がいま、ブラジル

のマトグロッソ州のカンポグラン

ジに 30 年間牧場経営を行い成功し

ている。また、彼は日本で小野田塾

を経営していて日本の子供たちに

教育もされている。小野田さんにブ

エノスに行ってもらって日本人学

校で話をしてもらったらどう

か！？一年の半分は、ブラジルにい

るのでブラジルにいる時期であれ

ばブエノスに行くことは大丈夫ではないか、よければ小野田さんにつなぐ！この方

向でとんとん拍子にあっという間に話が進み、ブエノスでの日本人学校講演会が実

現しました。小野田さんの重厚な経験談に基づくお話は、学校関係者・生徒さんに喜

んでいただき大成功だったと思います。最後に、小野田さんに「ブラジルの小野田牧

場におじゃましたい！」との私の個人的なわがままに、「Welcome」と言っていただき

牧場のど真ん中にある ONODA HOUSEにも泊めていただきました。 

    

「人は一人では生きていけない」      アサ―ドとマルベック 町枝夫人と 

 

＜ＮＨＫのど自慢大会＞ 

２００１年１０月７日 NHK のど自慢 in アルゼンチン。「ハッピーサマーウエデイン

グ」で日本人学校の先生の精鋭グループが登場しました。グランレックスの会場が

割れんばかりの大歓声。みごと予選を突破、本戦出場です。当時の NHK のど自慢感

想文集には、教え子たちの熱く・楽しいコメントがいろいろと寄せられていました。

「９人の先生たちが心を一つにして歌い始めました。学校とは違う姿でした」「舞台

の上の先生たちはスーパースターみたいだった」「先生たちも頑張って歌ったり・踊



ったりしたのに（ケチなかねのおじさんだなあ）と思いました」「先生たちは、他の

人たちにはない楽しさがあったように見えました。歌っている先生達は、とっても

楽しそうで、見ているみんなも楽しくなりました」 

先生と生徒との垣根を超えた嬉しいコメントでした。 

    

 

この奮戦記は、次回の連載で当のご本人からの寄稿頂くことになっています。乞うご期待！ 

 

（げっこうかめん：“日亜友好”星 出身） 

 

【学校内部】 

講堂から 2 階の小学部の教室へ       美しいステンドグラス 

  


